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第 2640 地区 ジャパンナイト 2016 年 5 月 28 日 韓国ソウル「ハヌソ」(会賢店) 
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６月のＲＩ会長メッセージ 

 

奉仕の姿 

R I 会長  ラビンドラン 

 親愛なるロータリ

アンの皆さん、イギ

リスの作家で空軍の

パイロットだったロ

アルド・ダールは、

熱心な写真家でもあ

り、多くの旅に愛用

のツァイス製カメラ

を携えていました。

フィルムやガラス製

ネガを用いて一枚ず

つ手間をかけて現像を行っていた時代に、彼

には何百枚もの写真コレクションがありまし

た。後年、これらの写真は彼の旅行の視覚的

な記録となり、体験をつづったり、ほかの人

とシェアするために使われました。しかし、

彼はいつも自分の思い出を、写真よりも鮮や

かに語りました。ダールは、出来事や経験の

多くは、明快に捉えることが不可能であり、

それらは画像や言葉では十分に伝えることが

できない、と話していました。 

 

 言葉では言い尽くせず、写真は色あせ、心

も正確ではなく、そして細部は失われていき

ます。しかしダールが言うように、決して色

あせず、何十年たっても記憶の中で炎のよう

に輝き続ける経験もあります。その炎の壁は

私たちの記憶の中で輝きを放ち、その前と後

の人生を分ける境界線となります。 

 

 このたとえは、今まで、ロータリーを通じ

て世界中を巡った私の経験にも当てはまりま

す。まさにこの一年間は、私の心の中に、そ

れ以前とこれからの人生を分ける炎の壁とし

てそびえ立ってきましたし、これからも常に

そうであり続けるでしょう。 

 

 この 12 か月間を振り返ると、日々の一つひ

とつの情景が、万華鏡のように代わる代わる

目に浮かびます。命をつなぐ心臓手術を受け、

快方に向かう子どものそばで心配そうに見守

るインド・チャンディーガルの親。破壊的な

震災からの復旧を果たした村のあちこちで、

はためいていたネパールの国旗。バチカンの

サンピエトロ広場で行われたロータリアンの

祝典で、ローマ教皇から祝福を受けたときの

畏敬の念。そして、世界中の多くの国でさま

ざまな言語を会して、初めて会うロータリー

の兄弟でもあり、姉妹でもある友人との楽し

いひと時。 

 

 国際ロータリー会長としての経験は、写真

や言葉では真に語り尽くせない壮大な任務で、

光輝燦然たる火柱となって私の記憶にとどま

っています。幾千の場面がその記憶や感情と

ともに頭の中をめぐり、一つの大きなモザイ

ク画となっています。そのモザイク画の一片

一片は、皆さんによって実現された素晴らし

い活動の数々です。 

 

 本年度も終わりに近づき、この素晴らしい

組織の一員としてさらに大きな誇りを感じて

います。世界をより豊かにし、絶望を希望に

変え、恵まれない人々に上昇への道を示すロ

ータリーは、私たち一人ひとりが「世界への

プレゼントになる」ことで、多くの人への贈

りものになるのです。 

 

K. R. RAVINDRAN 

PRESIDENT,ROTARY 

INTERNATIONAL 



          

６月のガバナーメッセージ 

 

国際ロータリー第 2640 地区  

ガバナー 辻   秀 和 
 

国際ロータリー第

2640 地区ロータリア

ンの皆さま、本年度も

最終の６月となりま

した。 

 

2014‐15、2015‐16

年度の2年間を通じて

の地区ガバナーのお

役目も終わりに近づき、私はこの 2 年間を顧

みて感慨無量、まさに一言“感無量‼”の心境

です。 

 

地区は、この二年間で劇的な変化を遂げま

した。それは皆さまがよくご周知のとおりで

す。ロータリーを愛する、勇気ある、ロータ

リアンの皆さまの『超我の奉仕』のお陰様で

す。 

 

ガバナーノミニー・エレクト時代を含めて

四年間にわたる任期中に、地区内全クラブへ

の公式訪問、いたるところでクラブ周年記念

事業、記念例会や多種多様なクラブ活動にお

招き、参加させていただきました。その都度、

ロータリー入会 3６年にして、いまだ新鮮な

感動や感銘を受け、素晴らしい数々の体験を

させていただきました。特に青少年に関わる

活動には、今も強烈な印象が多く残っていま

す。 

 

古い友人、新しい友人の皆さまと心温まる

誼を交わし、力強いお支えをいただくことが

できました。また、真の「ロータリーの友情」

にも改めて心が洗われました。これらのすべ

ての経験は、何物にも代え難い私の「宝物」

となりました。このすべてを地区組織の一員

として、ガバナーとして、皆さまと共に究極

の誇りとします。 

  

最近私は、ロータリアンとして「奉仕の実

践」を行うとき、いつも指針とすることは、

今も頭の隅に残っている“ まず自分の行いを

正しくし、次に家庭を整え、次に国家を治め

てこそ、天下が平和となる。”という 2000 千

年以上も前の孔子の教えです。これは実に、

ロータリーの奉仕の真髄をよく表現している

気がします。 

 

私は、授けられた「宝物」を駆使し、本年

度 R I テーマ「世界へのプレゼントになる」

ことで、地域社会や世界の人々へ贈り物を届

け続ける決意を新たにし、今後ともロータリ

ーを楽しみつつ、皆さまと共に歩んでいきた

いと願っております。 

 

今度とも、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ロータリーの友」6月号掲載記事 



          

「親睦とは？」 
 

ガバナー補佐  坂 東  剛 
 

 

 「親睦」って何でし

ょう？ 辞書で意味を

調べると、「互いに親

しみ合い、仲よくする

こと」と教えてくれま

す。 

 

我々ロータリアン

にとっても、最も大切なことの一つです。 

 

皆様に於かれましては、種々工夫を凝ら

した「親睦」で有意義にご活躍のことと存

じます。 

 

当月は「ロータリー親睦活動月間」です。 

折角の機会ですので、普段と少し違った目

線で「親睦」を考えてみませんか？ 

例えば、「その親睦、誰のために行ってい

るのですか？」、「その親睦、誰と行ってい

るのですか？」、「その親睦、誰が喜んでい

るのですか？」 

 

この三つの例えに共通して当てはまる一

つに、「自分自身」があります。 

 

先ず自身が満足出来ないようであれば、

他を満足さす事は出来ない筈です。 

だとすれば自身が満足することは必須です

が、次の問いかけにはどうでしょう？ 

その満足を届けたい範囲は、「どこまでです

か？」・「誰までですか？」。 

 

我々が日頃から行っている「親睦」は、

正しいや誤り・良いや悪いなど、他から評

価されるものではありません。 

 

しかしこの答えに躊躇するようであるな

ら、ひょっとしたらそれは自分勝手な親睦

かもしれませんね！ 

 

表現が適切でないかもしれませんが「自

身の親睦心を惜しみなく全ての人に捧げ、

全ての人の親睦心を躊躇なく受け入れる」、

仲間やグループは必要でしょうがそれらを

囲む壁は不要だと思います。 

 

皆様のお気持ちは、如何でしょうか？ 

 

当月間で掲げる「ロータリー親睦活動」

は、先に述べたような「親睦」や皆様が普

段から心掛けてられるクラブでの友愛を主

としたものとは少し違います。 

 

しかし、結果として求めるところは同じ

です。 

 

詳細は、6月親睦活動月間リソース（月信

11 ページ）をご覧頂きお役立て下さい。 

 

結びに、一人ひとりの親睦心で、当地区

全ての皆様が幸せになれますことを心より

ご祈念申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



          

例会と職業奉仕の大切さ 

ガバナー補佐  中 野  一 郎 

 

平素は 2640 地区の運営

に多大なる支援を賜り、誠

に有難うございます。 

ここ数年続いておりま

した混乱もようやく落ち

着きつつあります。2014

～2016 年度とイレギュラ

ーな形で辻秀和ガバナー

の下、ガバナー補佐を拝命

し、残すところも僅かとなり改めて皆様の友情

に感謝申し上げます。 

4 月に開催されました規定審議会において採

択されました制定案については次年度以降の

クラブの運営方法や地区のありかたを大きく

変化させるかも知れません。6月 19 日に開催さ

れますクラブ情報規定委員長会議において、皆

様と共に勉強、検討致したく考えております。

今年度、何クラブかで卓話にお招きいただきお

話した事を少しご披露させて頂きます。 

 

クラブ例会と職業奉仕に想うこと 

 10 年ほど前に当地区の職業奉仕委員長を努

めておられた泉南ロータリークラブの角谷 

浩二様のお話を少し引用させて頂いて話を進

めます。他団体の会員は「ロータリークラブは

何故、毎週毎週例会を開くのか？私たちは 1ヶ

月に 2回例会を開催するだけです。ロータリー

は例会で食事をし、話を聞き、寄付をします。

ロータリークラブというのは金持ちの暇人の

集まりなんですね」とよく言われます。どうな

んでしょうか？ 

 この言葉に対して我々は強く反論しなけれ

ばなりません。社会奉仕だけを目的とする団体

や単なる寄付団体、慈善団体ならば毎週例会を

開催する必要はなく、極端に言えば半年に一回

程度総会を開くとか出席しなくても寄付だけ

すればいい訳です。しかし、ロータリーは単な

る寄付団体や慈善団体ではありません。奉仕団

体と言われることにも少し違和感を感じるの

は、私だけでしょうか？ 

 ロータリーの例会は食事をするために出席

するのではございません。 友に会うため、そ

して友の卓話を聞くために出席し、卓話を聞き

職業倫理を学ぶのです。我々は職業人の集まり。

例会に出席して職業人同士の体験談、知識、知

恵などを耳にし、職業倫理を学びあう訳です。 

 卓話は聞いては忘れ、聞いては忘れの繰り返

しですが、しかし何度も聞きそして忘れていく

うちに、次第に自分自身が磨かれロータリーの

倫理が身につくように思う訳です。その為にロ

ータリーは毎週例会を開いているのです。クリ

スチャンが毎週日曜日に教会に行き、祈りをさ

さげ、心を洗うように・・・。 

 最近は職業分類の規定が随分とあいまいに

なってきておりますがどうなんでしょうか？ 

また、2016 年度規定審議会において「クラブ例

会と出席に柔軟性を認める件」（制定案 16-21）

が採択され例会そのものが軽視されているよ

うに感じます。 

 「人生の道場である」と日本のロータリーの

創始者である米山 梅吉氏はロータリーをそ

してクラブ例会をこのように表現しておりま

す。最近は奉仕団体と言われるロータリーです

が梅吉翁は「奉仕するのは個々のロータリアン

でありクラブではありません。クラブは奉仕す

るロータリアンの心を育てるところです」と説

いている。 

「入りて学び、出でて奉仕せよ」がよく言わ

れている。 

例会においては仲間と切磋琢磨しそれぞれ

の社会に戻ってそのエネルギーを社会に、職業

に放出する。「心を求めて例会に至り、境地を

得て例会を去る」例会は神聖で大切なもの。 

クラブは「奉仕の心を磨く」ところであると

私は考えます。それがロータリークラブの核た

るところではないでしょうか。 

「例会は自己研鑽の場」自己研鑽とは言い換

えると「自分に足らない部分を求める」ことで

はないか？大勢の友人との出会い、会長のスピ

ーチ、興味ある卓話、雑談の中から得る知識 

など「例会」はロータリー以外では得られない

知識の宝庫と思う訳です。 

二宮 尊徳氏が「田畑を耕す前に、まず心の

田畑を耕せ」と言う言葉を残されておりますが、

まさに我々ロータリアンは例会において「心の

田畑」を耕して奉仕の心を磨き世のため人の為

に尽くしたく思いたいものです。 

ロータリーは大きく変革しようとしていま

すがクラブ例会と職業奉仕について、私の個人

的な考えを述べさせて頂きました。 



          

ガバナー補佐を拝命して 

ガバナー補佐  矢 倉  甚兵衞 

 

1、はじめに 

a  旧ＩＭ第１組の会

長・幹事が、定例的

に会合を持つ習慣は

なかったと思う。但

し田辺３クラブと白

浜を加えた４クラブ

は、不定期ながらも

意見・情報交換の為

の集いを持たれたこ

ともあるやに聞く。 

b  15 年３月、豊澤Ｇ．エレクト２回目のＰＥ

ＴＳを終えた直後、田辺東会長エレクトの

坂本正人さんから、「一度、１組７クラブ会

長エレクトの会合を持ちましょう。ついて

は中間の串本でお世話願いたい！」とお声

がけを頂いた。多分、他の田辺２クラブと

白浜の意向を踏まえ、坂本さんが代表して

仰って下さったものだろう。３月下旬、７

クラブ会長会議を、串本で初めて開催。 

c  ７月の新年度に入り、白浜で懇親会兼情報

交換。９月、福井Ｇ．Ｅ.の要請で、田辺で

第１組ガバナー補佐選出の会議を開くも結

論出ず。11 月、勝浦の温泉旅館に会長・幹

事等が集って一泊。①各クラブの状況報告、

②１月 28 日（木）に迫った第１組の辻 秀

和Ｇ．公式訪問合同例会の打合せ他。 

 

２、本年度と次年度第１組のＧ．補佐 

a  豊澤洋太朗Ｇ．から、辻 秀和アクティン

グガバナーに代わり、10 月 10 日（土）クラ

ブ会長会議が開かれる。１組会長７名で協

議の結果、本年度Ｇ．補佐に私、次年度は、

１組会長会議開催呼びかけ人である田辺東

の坂本正人さんに決定。 

b  Ｇ．補佐は、会長経験者であることが必須

のよう。私は現役会長なのだが、過去に何

度か会長経験があり、大役を仰せつかった

のである。 

 

３、旧ＩＭ第１組７ＲＣの結束へ！ 

a  こうして会長・幹事他が度々会い、お互い

の親睦・信頼感も深まり。２度目の辻 秀和

Ｇ．を盛り立て、当地区をかつての如く良

い方向に向かわせようと意思統一。その結

果、１月 28 日（木）の辻ガバナーの公式訪

問を、各会員の心を１つにして挙行。 

b  次に村上有司ＲＲＦＣ（ロータリー財団地

域コーディネーター）から、平和フェロー

８期生でパレスチナにて活躍中の金子由佳

さん講演会を、７クラブ合同例会で開催し

ようとのご提案。全員参加ではなかったが

８回の準備会を開き、村上ＲＲＦＣの陣頭

指揮と７クラブが力を合わせ、とても有意

義な事業となった。 

c  最後は、４月６日（水）新宮クラブ創立 60

周年記念例会と祝賀会。記念例会へのご招

待は、通常会長のみ。しかし、今回は会長・

幹事の２名のご招待。谷口泰仁会長から準

備状況などを度々伺っていた故、60 周年を

１組の皆で心からお祝いさせて頂いた。 

 

４、結びー次年度以降も会長等会議開催を！ 

私はＧ．補佐として、12 月～３月にかけ、ク

ラブ訪問をさせて頂いた。その折り、本年前半

の良き見聞体験から、次の２点を各クラブで強

く訴えさせて頂いた。 

 

①辻 秀和Ｇ．始め地区幹部の皆様のご尽力

で、地区は確実に正常化に向かっている。

どうか、旧ＩＭ第１組全体で地区を支持し

盛り立てよう！ 

②我々、第１組は、次年度以降も会長・幹事

の定例会合を是非続けて頂きたい！ 

 

 



          

2016 年度 規程審議会の報告 
代表議員 勝 野  露 観（ＰＧ） 

 
 3 年に 1 度、アメリカのシ

カゴで開催される RI の規定

審議会に出席してまいりま

した。2016 年 4 月 10 日より

15 日まで、シカゴのマリオッ

トホテルに於いて、集中審議

されたのですがこの会議は、

3 年に 1 度挙行されるもので

あって全世界の 533 地区から

523 名の代表議員が集まって開かれるもので、国際

ロータリーの国会にあたるものです。 

当日は、RI 会長以下、総勢 700 余名の出席があり

ましてスケールの非常に大きいロータリー最大の

会 議 と 言 え ま す 。 規 定 審 議 会 (Council on 

Legislation)は、国際ロータリー(RI)の立法機関で

RI の組織規定を改正する権限を有しています。この

権限のよりどころは、RI 定款第 10 及び RI 細則第 7

条と 8条にあります。又、理事会は規定審議会に関

する決定を行いました。この規定の内容はロータリ

ー章典第 59 番に記載されています。規定審議会の

議員構成は、投票権を持つ議員は世界 533 地区から

523 名と、投票権を持たぬ議員(議長、副議長、議事

運営の専門家、定款細則委員、RI 会長、RI 会長エ

レクト、元 RI 会長、RI 理事会のメンバー、事務総

長、ロータリー財団管理委員、特別議員-3 名以内、

但し議長、副議長は可否同数の場合に票を投じるこ

とが出来る)は制定案と決議案を票決するのですが、

制定案とは、RI 定款、RI 細則、標準ロータリーク

ラブ定款(いわゆる組織規定)を改正する立法案の

ことです。決議案とは、組織規定を改正しない立法

案で、RI 理事会に意見を表明したり、提案を行った

りします。 

 

2016 年度提出立法案は 
制定案 117 件 ⇒採択 47 件、否決 30 件、撤回

32 件、理事会付託 3 件、無期延期 27 件。 

決議案 64 件 ⇒採択 14 件、否決 23 件、撤回 27

件。 以上、合計 181 件 ⇒採択 61 件。 

その内、日本からの提案は、制定案 17 件⇒採択 5

件、決議案⇒採択 4 件でした。 

○[採択された立法案の処理] 

制定案は、効力の確定した制定案は 7月 1 日より

発効する 

決議案は、後日、理事会がその処理を決定する 

【制定案】 

１.書面により、理事会の議事録を作成すること 

２.クラブの会計を理事会のメンバーとすること 

３.ロータリークラブの目的をクラブ定款の中でし

っかり定義し記すること 

４.クラブ会員の入会金を廃止する 

５.クラブ例会と出席に柔軟性を認めること 

クラブの自主性を尊重し、少なくとも月 2 回例

会を持たねばならぬ、又、クラブの出席規定は、

定款第 9 条より優先する 

６.会員身分と職業分類に柔軟性を認める 

クラブ細則の中の会員の職業分類システムを削

除又は修正したり会員身分に関する規定の一部

修正できるよう個々のロータリークラブに柔軟

性を与えることを目的としている 

７.会員身分の規定を変更する件 

「善良さ、高潔さ、リーダーシップを身をもっ

て示し、職業上、又は地域社会で良い評判を受

けており、地域社会又は世界において奉仕する

意欲のある人によって構成されるものとする。 

８.税務と人頭分担金 

(人頭分担金を増額する件)毎年 4ドル値上する 

2017-18 年度 US$30.00 

2018-19 年度 US$32.00 

2019-20 年度 US$34.00(半期) 

に値上げする 

９.代表議員の任期を 3年とする 

審議会代表議員は 7月 1 日より 3年間在任する 

10.従来型クラブと E クラブの区別をなくすること 

季刊提案は、通常のクラブの例会を時によって

はウエブ上でも開催し、或は、Eクラブはその例

会を時によってはオンラインだけではなく、実

際に顔を合わす例会を開催することもできるよ

うに改訂されました。これによって、E クラブに

おいても親睦が深まり、さらにクラブの活性化

を図ることが期待できます。 

 

以上がクラブの皆さんに関係ある案件です。本年

度は非常に大きな改変がありまして、今まで以上に

クラブの自治権を強める方向になりました。ここで

問題となるのは、クラブ

出席と会員身分(職業分

類)、入会金廃止の件です。

特に入会金という文言を

使用しないようにと言う

ことで別の表現によって

カバーして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 



          

地区活動報告 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国際大会の報告 

オンツー・ソウル委員長 内 海   茂 
 

2016 年５月 28 日から６月１日にかけて、ソウル国際大会が、 

ソウル KINTEX で開催されました。 

国際大会へは、2640 地区から多数の会員のご登録を頂き、また、 

地区主催のジャパンナイトには、25 クラブより 155 名の方にご参 

加いただきました。 

当日は元ＲＩ理事の小沢一彦様をゲストにお迎えし大変有意義 

かつ盛会に終える事が出来ました。 

不慣れな委員長ではございましたが、多くのロータリアンの方 

々にご理解ご厚情を賜り何とか重責を果たす事が出来ました。 

これもひとえに、暖かいロータリアンの寛容の心で見つめていただきました皆様に感謝で

ございます。本当に貴重な経験をありがとうございました。 

最後に皆様のご健勝とご多幸、そして 2640 地区のご発展を心からお祈りし、御礼の言葉

とさせていただきます。有難うございました。 



          

ロータリー財団セミナー 
クラブロータリー財団委員長会議 

ロ

ロータリー財団委員長 中 野  均 
 

この度ロータリー財団

委員長を仰せつかりまし

た中野 均と申します。今

後のロータリー財団委員

会の活動をスムーズに行

えるよう委員会一同努力

させていただきますので

地区内各クラブの皆さまにおかれましてご理

解ご支援を賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 
2015～16 年度に補助金申請をいただきまし

た各クラブさまの承認がＲＩ財団において得

られ、着金確認が取れましたのでそれぞれのご

指定口座へ送金させていただきました。 
また、先日開催されました、地区協議会にて、

より多くのクラブ様から地区補助金申請をし

ていただきたく思い、申請についてご説明させ

ていただきました。 
各クラブ様からのご申請をお待ち申し上げ

ます。 
続きまして、補助金申請額の目安について、

少しご説明させていただきます。 
３年前の各クラブの寄付金額の２５％が地

区補助金として、また、２５％がグローバル補

助金として使用可能です。残り５０％がワール

ドファンドとして運用されています。 
従いまして、年次寄付が「ゼロ」のクラブ様

において、補助金申請をされた場合、地区とし

てお断りせざるを得ないことをご理解願いた

く思います。 
本日は、この後ＲＩ第

2660 地区ロータリー財団

委員長の宮里様より、グロ

ーバル補助金について、ご

説明を賜ります。 
宮里様は、本日大変お忙

しい中、繰り合わせて当地区へ来ていただきま

した。本当に有難うございます。 

 
晴らしい活動をされており、当地区内で申請を

考えておられるクラブにおいては、参考になる

と思います。また、多くのクラブ様においては、

内容にご理解をいただけるのではないかと確

信しています。 
最後になりましたが、2015～16 年度年次寄

付が「ゼロ」クラブの数が、5 月 19 日現在 17
クラブあります。６月末までに１クラブでも多

く、ロータリー財団に改めてのご理解をいただ

き年次寄付を賜

り「ゼロ」クラブ

数が少なくなり

ますようよろし

くお願い申し上

げます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2660 地区は、日本のロータリーの中でも素 



          

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年春 米山カウンセラーの為のオリエンテーション 
 

2016-17 年度 米山奨学記念委員会 

委員長 近 森 裕 子 

2016 年 4 月 16 日(土) 米山カウンセラーの為のオリエンテ 

ーションを行いました。2640 地区の 12 名のカウンセラーさま 

が出席して下さいました。（代理含む） 

 パワーポイントスライドで、米山奨学会について一通りの説 

明をした後、12 名のカウンセラーさま達を 6人ずつ×2テーブ 

ルに分かれてもらい、グループディスカッションを行いました。 

和気あいあいとした活発な議論の後に、1テーブルにつきお一 

人様を代表とし、グループの議論の総まとめを発表して頂きました。 

 ロータリークラブの精神を奨学生達に理解してもらい、また、ロータリアンも奨学生

の異文化を理解する事、カウンセラーは他のロータリアン会員との橋渡し役だという事、

奨学生のお世話役として、皆様いろいろと活発に討論され、たいへん意義のあるオリエ

ンテーションであったと感じております。 

 本年度の奨学生達とカウンセラーさま達が、皆うまくいくことを祈念し、見守ってい

こうと考えます。 



          

米山記念奨学委員会親睦ＢＢＱ 

 

    米山記念奨学委員会 

 学友小委員長 山 本  佳 弘 

 

5 月 22 日、堺市中区八

田寺町 320原池公園で奨

学生と奨学会と委員会

の親睦 BBQを開催致しま

した、今回は家族、友人

参加もよしとしました

ところ 29 名の参加があ

り、公園の近所と言う事も有り、羽衣ＲＣ

クラブ米山委員の納屋さんも御手伝参加に

来てくれました。 

 

生憎お天気が良すぎて気温も 30°近くま

で上がり日陰対策にターフにパラソルを買

い足しに。奨学生に野菜を買いに行っても

らいましたが一万円分の野菜を買って来た

のには驚きました、30 人分と言う人数に戸

惑ったようです。 

肝心の BBQ も始まるまでが大変で、まな板

が無い包丁が無い炭が足りないと右往左往

しました 

 

近くに御店が有る安心感で油断していま

した、これも御愛嬌ですが。 

溝西委員さんが父親を連れて参加でしたが、

学生達が優しく接している姿を見ることも

出来ました、年配者を敬う気遣いは大変関

心いたしました。 

 

今回は近森委員長が出張で参加出来ない

との事で、お肉の差し入れ、委員の溝西さ

んもホタテ貝の差し入れ、私も蜜柑とスイ

カの差し入れと豪華な BBQ でした。 

 

終わって見れば、野菜は余るはホタテも

余り炭までも余りましたが各自持帰りで棄

てることもなく終わる事が出来ました。 

 

楽しい時間を過ごし委員会、奨学生、学

友会の間も縮まった様に思います新年度が

始まる前に良い会が持てました、今回のＢ

ＢＱで思ったことは一緒に何かをすると親

近感と言いますか距離感が縮まります、出

来れば、次はカウンセラー、クラブ米山委

員等を交えて出来ればと思います。その時

は皆様の参加宜しく御願い致します。 

 

今回は参加料を頂き 2640

地区米山奨学委員会として、

熊本震災義援金、\47,500 円

を送りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本地震災害についての対応と御礼 

社会奉仕委員長 笹 島  良 雄 

この地震は、4月 14 日（木）の初震から 16 日（土）の本震そして未だに余震が続き、

多くの尊い人命、そして各地で甚大なる被害を起こしており、誠に心痛むものがあります。

お亡くなりになられた方々に心からのご冥福をお祈りし、そして被災者の方々にも心か

ら御見舞い申し上げます。 

当 2640 地区の対応として、4月 16 日（土）に辻バナーと相談、18 日には現地ガバナー

（2720 地区、大分、熊本）と連絡を取りました。そして 2640 地区内に義援金協賛願いの

文書を発信しました。5月末に一応締切り、下記の対応を致しました。 

 

○締切り    5 月末日   

○義援金総額  5,790,609 円 

○振込み    大分銀行の指定口座 

○協賛クラブ  58 クラブ 

 

以上の様に、大変多額の義援金を賜りました。 

各クラブの皆様に心から感謝と御礼を申し上げます。 

特に感じた事は、2640 地区の会員の奉仕精神の高さと当地区の結束力の高まりが肌で

感じられ、うれしく思います。本当に有難う御座いました。 



          

第 5回 日台ロータリー親善会議金沢大会 

2016 年 6 月 5日（日） 

 

第 5 回 日台ロータリー親善会議金沢大会に

て、昨年末インターアクト海外研修で大変お世

話になった台湾 PAUL(洪 博彦)前 RI 会長代理、

RID3460 邱世文 DG 御夫妻、台湾元培科技医大学

蔡雅賢執行理事御夫妻にお会いでき、皆様に 

I.A.C 海外研修の御礼を申し上げることが出来

ました。この他、RID3460林石清 I.A.C委員長、

RID3500 林 黃彰 DG 、新竹西北 RC李聖徳会長、

同 黄暁令様、その節は、本当に大変お世話な

り、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲイリーＣ.Ｋ.ホアン（黄 基光）RI 直前会長と辻 秀和 DG

同行者 3 名は昨年の I.A.C 海外研修にも同行した 
山口史朗地区副代表幹事 ・飯阪保財務委員長・岡本弥生地区幹事 



          

クラブ活動報告 

河内長野高野街道ロータリークラブ 

 

 マレーシア:アロースターＲＣ パスト会長

LIM PEE TONG（リム・ピー・トン）氏ご夫妻の

訪日に合わせ、RID2640 辻 秀和ガバナーと共

に当クラブの拠点、河内長野市を中心とした福

祉施設等視察に同行させて頂き、地域の状況把

握・両国の課題点確認等を行った。 

 

主な訪問先 

○河内長野市芝田啓治市長を表敬訪問 

○長野小学校特別支援学級訪問 

○特別非営利活動法人ぬくもり（重症心身障

がい児＆知的・発達障がい児デイサービス） 

○社会福祉法人ラポール会くみのき苑もず

綾南（高齢者向けデイサービス＆サービス付

住宅、ショートステイ） 

○社会福祉法人あおぞらの会（指定障害福祉サ

ービス事業就労支援事業） 

 

限られた時間ではあったが、日本の各施設の

最新設備や特色ある運営方法などの状況をマ

レーシアの状況と比較しながら見学された。 

アロースターＲＣ リム・ピー・トン氏「マ

レーシアが学ぶべきところが沢山ある」と、大

きな収穫のある視察と交流がなされた。 

同行させて頂いた我々も、地域の状況把握や

課題の確認が出来、学びの大きな時間を過ごし

た。今後の活動に活かしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 視察先をアレンジ下さった、河内長野市作

業所連絡協議会会長の大谷多美子様に心よ

り感謝申し上げます。 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクセス】 

原町北を直進し、本多町交差点を左折、 

一つ目信号（長野保育園）を右折すると左手す

ぐに駐車場がありますので、お車はそちらに停

めていただき、元の道に戻り直進、次の信号の

角の建物の２階が事務所です。（徒歩約 3分）

 

【最寄り駅】 

南海高野線 河内長野駅 

国際ロータリー第 2640 地区 ガバナー事務所 

  〒586-0017  大阪府河内長野市古野町 7-42 2F 
        TEL 0721-55-2640 FAX 0721-55-2641 
        e-mail  hidekazu-2640@pure.ocn.ne.jp 
        URL http://rid2640g.com 


